
島根県原子力安全顧問設置要領

（設 置）

第１条 中国電力株式会社島根原子力発電所（以下「発電所」という）の安全性に関する

諸課題に対応するため、島根県原子力安全顧問（以下「顧問」という）を置く。

（職 務）

第２条 顧問は、知事からの求めに応じ、発電所の安全性に関わる事項について、必要な

助言を行う。

２ 顧問は、島根県原子力発電所周辺環境安全対策協議会会長の求めにより同協議会に出

席し、必要な助言等を行う。

３ 顧問は、知事からの求めに応じ、島根原子力発電所周辺地域住民の安全確保等に関す

る協定第１１条の規定に基づく立入調査に同行する。

（顧問の委嘱等）

第３条 顧問は、学識経験者の中から、知事が委嘱する。

２ 顧問の任期は、２年とする。ただし再任を妨げない。

（顧問の委嘱の際の要件等）

第４条 次の各号のいずれかに該当する者は、顧問となることができない。

一 原子力事業者等（原子力に係る製錬、加工、貯蔵、再処理若しくは廃棄の事業を行

う者、原子炉を設置する者、外国原子力船を本邦の水域に立ち入らせる者若しくは核

原料物質若しくは核燃料物質の使用を行う者又は原子炉メーカーであって、いずれも

商業目的の施設に係る者に限る。以下同じ ）又はこれらの者が法人であるときはそ。

の役員（いかなる名称によるかを問わず、これと同等以上の職権又は支配力を有する

者を含む。以下同じ ）若しくはこれらの者の使用人その他の従業者。

二 原子力事業者等の団体の役員又は使用人その他の従業者

三 顧問の委嘱日（以下「委嘱日」という ）前直近３年間に、原子力事業者等又はこ。

れらの者が法人であるときはその役員若しくはこれらの者の使用人その他の従業者で

あった者

四 委嘱日前直近３年間に、原子力事業者等の団体の役員又は使用人その他の従業者で

あった者

五 同一の原子力事業者等から、個人として、委嘱日前直近１年間、委嘱日の１年前の

日の前直近１年間又は委嘱日の２年前の日の前直近１年間のうちいずれかの期間にお

いて、５０万円以上の報酬等を受領していた者

２ 知事は、外部有識者を顧問として委嘱するときは、次の各号に掲げる事項についての

自己申告を求める。

一 この項の規定により申告する日（以下「申告日」という ）前直近３年間に、原子。

力事業者等又はこれらの者が法人であるときはその役員若しくはこれらの者の使用人

その他の従業者であった者に該当しないこと。
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二 申告日前直近３年間に、原子力事業者等の団体の役員又は使用人その他の従業者で

あった者に該当しないこと。

三 同一の原子力事業者等から、個人として、申告日前直近１年間、申告日の１年前の

日の前直近１年間又は申告日の２年前の日の前直近１年間のうちいずれかの期間にお

いて、５０万円以上の報酬等を受領していた者に該当しないこと。

四 当該外部有識者個人の研究又はその所属する研究室等に対する原子力事業者等から

の寄附について、申告日前直近３年間（ただし、再任の場合は、申告日の属する年度

の４月１日から申告日までの間）における対象の研究名称、寄附者及びその寄附金額

五 申告日前直近３年間（ただし、再任の場合は、申告日の属する年度の４月１日から

申告日までの間）に、その所属する研究室等を卒業した学生が就職した原子力事業者

等の名称及び就職者数

３ 知事は、委嘱に際して、前項第４号及び第５号の情報を公表する。

４ 当該外部有識者は、申告日から委嘱日までの間に第１項第１号、第２号又は第５号に

掲げる者となることが新たに生じた場合は、遅滞なく知事に対してその事項についての

自己申告を行うこととする。

５ 知事は、委嘱後、顧問が申告日から委嘱日までの間に第１項各号に該当することとな

ったことが判明した場合は、当該顧問の委嘱を取り消す。

（顧問の在任中の要件等）

第５条 顧問は、その在任中に次の各号に掲げる事項が新たに生じた場合は、遅滞なく知

事に対してその事項についての自己申告を行うこととする。

一 顧問が前条第１項第１号又は第２号に掲げる者となること。

二 同一の原子力事業者等から、個人として、委嘱日以後１年間又は委嘱日の１年後の

日以後１年間に５０万円以上の報酬等を受領していた者となること。

、 、２ 知事は 顧問が前項第１号又は第２号に掲げる事項に該当することが判明した場合は

当該顧問を解任する。

３ 知事は、顧問に対して、次の各号に掲げる事項についての自己申告を、その在任中毎

年４月３０日までに行うよう求める。

一 その年の３月３１日以前の１年間における顧問個人の研究又はその所属する研究室

等に対する原子力事業者等からの寄附について、対象の研究名称、寄附者及びその寄

附金額

二 その年の３月３１日以前の１年間において、顧問の所属する研究室等を卒業した学

生が就職した原子力事業者等の名称及び就職者数

４ 知事は、前項に基づく自己申告があった場合は、その情報を公表する。

（島根県原子力安全顧問会議）

第６条 知事は、必要があると認めるときには、助言を求める案件に応じて顧問のうちか

ら適当と認める者に出席を求め、島根県原子力安全顧問会議を開くことができる。

（庶 務）

第７条 顧問に関する庶務は、防災部原子力安全対策課において処理する。



（その他）

第８条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。

附 則

この規定は、平成２０年９月１８日から施行する。

一部改正 平成２３年８月１日

一部改正 平成２４年７月１日

一部改正 平成２５年４月１日



島根県原子力安全顧問名簿

氏 名 専 門 分 野 所 属 ・ 職 名

岩田 知孝 強震動地震学 京都大学防災研究所教授
い わ た ともたか

内田 滋夫 環境放射生態学 放射線医学総合研究所特別上席研究員
う ち だ し げ お

原子力防災 日本原子力研究開発機構
片桐 裕実
かたぎり ひ ろ み

環境影響評価 原子力緊急時支援・研修センター上席嘱託

原子力工学
勝田 忠広 明治大学法学部准教授
か つ た ただひろ

原子力政策

釜江 克宏 地震工学 京都大学原子炉実験所教授
か ま え かつひろ

北垣 一 放射線医学 島根大学医学部教授
きたがき はじめ

草間 朋子 放射線健康管理学 東京医療保健大学副学長
く さ ま と も こ

原子力防災
齊藤 実 原子力安全基盤機構技術参与
さいとう みのる

（過酷事故対応）

芹澤 昭示 原子炉工学 京都大学名誉教授
せりざわ あ き み

佃 榮吉 地震地質学 産業技術総合研究所理事
つくだ えいきち

長岡 鋭 環境放射線学 高輝度光科学研究センター安全管理室長
ながおか とし

二ノ方 壽 原子炉工学 ミラノ工科大学エネルギー工学科教授
に の か た ひさし

野田 泰稔 材料物理学 島根大学名誉教授
の だ やすとし

伴 信彦 放射線影響・放射線防護 東京医療保健大学教授
ば ん のぶひこ

吉川 榮和 原子炉工学 京都大学名誉教授
よしかわ ひでかず

渡部 輝久 海洋放射生態学 海洋生物環境研究所研究参与
わ た べ てるひさ

（平成２５年４月１日現在）




